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はじめに

近年，水族館ではクラゲの人気が高まってきており，日本に
限らず世界中でクラゲを展示する水族館が増えています．ふわ
ふわと水中を漂い，美しい触手や口腕をたなびかせる姿に魅了
される人も多いでしょう．当館でも約80種類ほどのクラゲを常
時展示しており，そのうち８割ほどを繁殖により維持していま
す．しかしながら，クラゲは寿命が短く，水質に敏感であるた
め，飼育および繁殖は難しい現状となっております．そこで，
今回は当館でのクラゲの繁殖方法を紹介していきたいと思いま
す．

刺胞動物の繁殖

当館では，ポリプ世代を持つ鉢虫綱やヒドロ虫綱，箱虫綱な
どのクラゲたちは野生個体から受精卵およびプラヌラを採集し，
ポリプの状態で果実酒瓶の中に維持しています．ミズクラゲな
どの保育嚢という器官をもつクラゲは，そこから受精卵やプラ
ヌラをスポイトで直接採集します（図１）．その他のクラゲは
容器や袋，水槽などに収容して，明暗などの刺激を与えて放精
放卵させ，受精卵を得ることができます．受精卵はプラヌラへ
変態後，シャーレなどの小さな容器に収容して静置します．数
週間以内に底面や壁面に付着し，ポリプに変態します．ポリプ

世代から口ができ，ようやく餌を捕食することが可能となるた
め，アルテミア幼生やシオミズツボワムシなどを給餌していき
ます．ポリプは出芽や分裂，ポドシストなどの様々な方法で無
性生殖を繰り返して増殖していきます．十分増殖した後は，果
実酒瓶の中にシャーレごと収容し，エアーを通気させながら維
持していきます．シャーレなどの小さな容器は顕微鏡などで観
察しやすいという利点がありますが，水の容量が少ないために
エサを与えた後はその日のうちに換水をしなければなりません．
長時間放置してしまうと水質が悪化し，ポリプが死亡してしま
います．しかし，果実酒瓶などの水の容量が多い環境では，毎
日ポリプが餌を食べきれる量を与えていれば１週間に１回程度
の換水で維持することができ，換水にかける労力を極力少なく
することができます．当館では現在約140種類のポリプを維持
していますが，上記の方法により労力を減らすことで多種のポ
リプを維持することができています．また，ポリプの換水時に
エフィラや稚クラゲが容器内に漂っていることもありますので，
それらを回収して随時育てています．ポリプからエフィラや稚
クラゲを遊離させるためには，種類ごとに水温，塩分などの
様々な条件を変えることが必要です（図２）．エフィラや稚ク
ラゲは，クライゼル水槽やかけ流し水槽（図３）を用いて育成
し，展示水槽に移していきます．
また，当館では数万匹のミズクラゲを展示している水槽，通
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図２　果実酒瓶で種類ごとに水温，塩分を管理

図３　A）クレイゼル水槽　B）かけ流し水槽

図１　 保育嚢からスポイトで受精卵やプラヌラを採集する様子
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図６　低温刺激により大量のエフィラを遊離させる

図４　直径約５mのクラゲドリームシアター

図７　直径１mのクライゼル水槽

図５　ミズクラゲのポリプ

称「クラゲドリームシアター」という直径約５mの展示水槽
があります（図４）．この展示を維持するためにミズクラゲの
ポリプに毎日給餌して大量に増殖させています（図５）．それ
らのポリプを水温低下の刺激によってエフィラを遊離させ，数
万匹ものミズクラゲを育成しています（図６）．

有櫛動物の繁殖

刺胞動物のクラゲと同様，有櫛動物の展示も非常に人気があ
ります．特にカブトクラゲやウリクラゲは多くの水族館で展示
されています．しかしながら，有櫛動物の繁殖育成は難しく，
現状ほとんどの水族館が野生個体を採集して展示しているだけ
です．近年，有櫛動物の飼育のための新たな水槽やシステムが
開発され，様々なプランクトンや有櫛動物を飼育可能になった
研究施設や水族館が増えてきました（Greve 1970, Hamner 
1990, Widmer 2008, Howes et al. 2014, Patry et al. 2020, Soto-
Àngel et al. 2022）．ただ，多くのシステムが特殊な設備や過度
の労力が必要なため，これらは依然として大きな課題となって

いました．当館では，有櫛動物のカブトクラゲとウリクラゲを
可能な限り少ない労力で大量に繁殖する方法について研究して
きました．
最初はカブトクラゲの大量繁殖に取り組みました．直径１m

のクライゼル水槽（235 ℓ）を用意し，その中に成熟したカブ
トクラゲを収容しました（図７）．次に，カブトクラゲが傷つ
かず，かつ底面に沈まない程度に緩やかな水流をエアーで通気
させました．翌日，水中に受精卵を確認しましたが，成熟した
カブトクラゲは取り除かず水槽内に残したままにしました．餌
は毎日アルテミア幼生を食べきれる量だけ与えて維持します．
他種のクラゲの飼育の際は，通常は給餌後に換水を行います．
しかし，当館の直径１mもの大きな水槽は水量が多く，クラ
ゲが食べきれる量だけを与えていれば水質を極端に汚さずに維
持できます．この方法で１ヶ月間換水をしないで維持できまし
た．また，有櫛動物の繁殖が難しい理由の一つとして，餌の問
題があります．例えばカブトクラゲの幼生は全長0.2 mmほど
しかありません．そのため，有櫛動物を繁殖する多くの研究施
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設や水族館では，シオミズツボワムシを使用します．このシオ
ミズツボワムシはアルテミア幼生と異なり，常に培養をして維
持しなければなりません．アルテミア幼生は必要な時に必要な
分だけ卵から孵化させて餌として使用することができます．当
館ではシオミズツボワムシは使わずアルテミア幼生だけでカブ
トクラゲを繁殖させることに成功しました．繁殖が成功した要
因は親となるカブトクラゲを水槽から取り除かなったことです．
親個体がアルテミアを食べた後は，排泄物として水中に漂いま
す．実は，カブトクラゲの幼生はこの排泄物を利用していたの
です．親からの排泄物は全て消化されるわけではなく，ほとん
ど原形をとどめたまま粘液で絡められて排泄される場合もあり
ます．このアルテミアはほぼ動かないため，幼生は容易に捕食
することができ，ゆっくりと餌を食べていきます（図８）．こ
れが幼生を成長させることができた秘訣です．当館では，これ
により５世代以上のカブトクラゲを繁殖することができていま
す．
また，ウリクラゲはカブトクラゲの仲間を好んで食べます．
ウリクラゲの繁殖にはカブトクラゲの安定繁殖が必要不可欠と
なります．同様の方法でウリクラゲの繁殖にも成功し，３世代
上累代繁殖することができています（図９）．

今後の展望

現在クラゲは刺胞動物が約4,100種，有櫛動物が約200種存在
しているといわれています．まだ見つかっていない種類もたく
さんいると考えられており，クラゲの種類数は今後も増えてい

くと思います．当館では，約80種類のクラゲを展示しています
が，全体から見ればほんの一部です．野生で採集できても，飼
育や繁殖ができない種類も多いです．特に，刺胞動物の中では
硬クラゲ目や剛クラゲ目，管クラゲ目などの仲間はポリプを持
たず，安定して飼育できない種類も多くいます．今後はそのよ
うなクラゲ達の飼育・繁殖にも力を入れていきたいと思います．
また，2026年春にリニューアルをしてクラゲコーナーを拡大し
ます．その際は，100種類のクラゲを展示する予定です．
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図８　 成熟したカブトクラゲから排泄されたアルテミアを捕食したカブトク
ラゲの幼生

図９　餌のカブトクラゲを捕食する大量のウリクラゲ幼生


